
承認 検図 設計 製図 図面番号作図年月日

種別訂正年月日

工事名称

図面名称

縮　　尺

特　記
佐那具駅前トイレ新築工事

図面番号 図面名称 図面名称図面番号 図面番号 図面名称

Ａ　－　　１

Ａ　－　　２

面積表Ａ　－　　４

Ａ　－　　３

断面図Ａ　－　　７

Ａ　－　　８ 矩計図

立面図Ａ　－　　６

Ａ　－　　５

Ａ　－　１０

Ａ　－　１１ 木造建築特記仕様書

Ａ　－　１３

Ａ　－　１２

Ａ　－　　９ 展開図

電気設備　　特記仕様書Ｅ　－　　１ Ｍ　－　　１ 機械設備　　特記仕様書

Ａ　－　１４

土台伏図・梁伏図

Ｅ　－　　２ 電気設備　　配置図

電気設備　　設備図

機械設備　　配置図Ｍ　－　　２

Ｍ　－　　３Ｅ　－　　３

Ｍ　－　　４

図　面　リ　ス　ト

建具伏図・建具表・天井伏図

建築工事特記仕様書　〔１〕

建築工事特記仕様書　〔２〕

外部仕上表・内部仕上表・平面詳細図・屋根伏図

機械設備　　凡例・器具表・平面詳細図

機械設備　　合併処理浄化槽詳細図

基礎伏図・基礎詳細図・杭伏図・杭特記仕様書

耐力壁配置図・柱の接合金物配置図・軸組図

佐那具駅前トイレ新築工事

配置図及仮設計画図



承認 検図 設計 製図 図面番号作図年月日

種別訂正年月日

工事名称

図面名称

縮　　尺

特　記

建築工事特記仕様書　〔１〕

佐那具駅前トイレ新築工事
Ａ－　１

1. 工　事　名 称

2. 建　築　場　所

3. 用　途　地　域

木工事

2.仮 設 工 事

・設けない

種　別

1.

2. 工事用電力 ・利用出来る (・有償　・無償）・利用出来ない

3.仮囲い ネットフェンス　H=1,800程度

4.

5.

6.

3.土　工　事

1.埋戻し及び盛土

2.残土処分

3.建物周囲の整地

4.山留め

種　別 ・Ａ種 ・Ｂ種 (3.2.1表 )

・Ｃ種 ・Ｄ種

・構内処分(・敷き均し　・たい積 ・　 )

※砂利敷き又は砕石敷き(周囲 　　100 )ア

・鋼製 ・木製

4.地 業 工 事

1. 地盤柱状改良杭

くい

種　別

・高強度ＰＣくい( )

2.

3.

くい頭補強

くいの継手

コンクリート 躯体と同強度 ・24 ・21

鉄筋 ・SD295A ・SD345

4.場所打ちコンク

リート 地業設計

基準強度(Ｎ／ｍ㎡)

強　度

スランプ ・15 ・14

5.捨コンクリート 6章14節［無筋コンクリート］による。

地業

6.割り石、玉石及

び砂利地業

種　別

厚　さ

幅

基　礎 フーチング各外部より＋100

地中梁

・50 ・150

〃 〃

厚さ

5.鉄 筋 工 事

1.異形鉄筋 種　別 (5.2.1表 )

2.丸鋼 種　別

種　別

(5.2.1表 )

3. 溶接金網

使用箇所（ ）

4.鉄筋の継手

※重ね継手

接合方法 施工箇所

・D16以下

・D19以上

径

5.土間コンクリート

補強

・A型 ・B型

建築工事特記仕様書 〔1〕 6．コンクリ－ト工事

1.コンクリート 種 別

※普通

・簡易

・暑中

・寒中

使　用　箇　所

2.設計強度基準

3.レディミクスト

コンクリート

N／ｍ㎡

種 別 ※Ⅰ類 (・標準品 ・特注品）

・Ⅱ類

4.セメント 種 別

5.混和材料 混和剤 ※AE剤及びAE減水剤標準形Ⅰ種

・その他

軽量コンクリート6.

7.床コンクリート

種 別 ・1種 ・2種

8.無筋コンクリ－ト

9.打放し仕上げ

型枠

こて仕上げ

種 別 ・A種 ・B種 ・C種

種 別 (合板せき板）

厚 さ ・12 (mm)

仕上げ ・A種 ・B種 ・C種

(6.1.1表)

(6.11.1表)

(6.2.3表)

パネル工事

補強コンクリート

ブロック

1.

2.配筋

種 別 ・A種 ・B種 ※C種（普通ブロック）

厚 さ ・100 ・120 ・150 ・190 （㎜）

鉄 筋 ・A類 ※B種（SD295A）

縦 筋 D10（※ 400 ・ ）＠

横 筋 D10（※ 400 ・ ）＠

3.れんが

5.

交差部、端部の仕様（※ Ｄ13 ・Ｄ16 ）

種 類 普通れんが ※並焼2等 ・並焼1等

耐火れんが ※8種又は9種

ＰＣコンクリート4. コンクリート設計基準 Ｎ／ｍ㎡ 鉄筋（ ）

屋根、床用（JIS規格品 ・Ｓ ・Ｓ ・Ｓ1 32

間仕切、外壁用（JIS規格品 ・Ｗ ・Ｗ ・Ｗ )0 1 2

工 法 ・A種 ※B種 ・C種 ・D種 (8.4.2表）

1.鋼材 ※規格品　　（構造図面による）

・JIS､G3101( ) 2種SS400

・JIS､G3106( ) 2種SM490

・JIS､G3444( ) 2種STK400

・JIS､G3466( ) 2種STKR490 ・

2.高力ボルト ※JISB1186高力ボルト（規格品）

・特殊高力ボルト ・溶融亜鉛メッキ高力ボルト

セットの種類 ※2種（ S10T )

3.溶接検査 ・行う ・行わない

・深透深傷試験 ・放射線試験 ・マクロ試験

・超音波深傷試験

4.さび止め塗装

アンカーボルト5. 工 法 ・A種 ※B種 ・C種 (7.10.1表）

6.柱底均し仕上げ 工 法 ・A種 ※B種 (7.10.2表）

7.

防 水 工 事

1.アスファルト防水

4.シーリング

防水

施工箇所

アスファルト 種 類 ※3種 ・4種

アスファルトルーフィング ※35kg品 ・45kg品

2.合成高分子

砂付きルーフィング ※40kg品

ルーフィング防水 施工箇所

厚さ（㎜）

3.塗膜防水

施工箇所

種　　別

施工箇所

種　　別 ・PS－2 ・MS－2 ・PU－2 ・SR－1

石 工 事

1.花こう岩類

2.大理石

3.テラゾブロック

4.敷石及び階段石

仕上げ種類

品　　　質 ※ 1等品 ・ 2等品

(9.6.1表）

(10.2.1表）

仕上げ厚さ ※18㎜以上

仕上げ種類 ※本磨き (10.2.2表）

種石の種類 ※大理石

品　　　質 ・1等品 ※2等品

5.テラゾタイル

仕上げ種類 ※粗みがき

形　　状 寸　　法種　　類

タイル工事

陶磁器質タイル1.

2.タイル型枠

役物

形　状

種 別

使用箇所

内壁

外壁

使用箇所

伸縮目地 位 置 外壁 ※縦横直線に設ける ・

保水剤 ※メチルセルローズの類

検　査 ※行う ・行わない

1.木材 含水率 ※A種 ・B種

構造材 等　級 ※1等

(12.2.1表）

(12.2.2表）造作材 等　級 ・A種 ・B種

樹　種 ※代用樹種は認めない ・認める (12.2.3表）

区　分

構造材

造作材

下地材

樹　種

米松ＫＤ

米桧

米栂

杉

桧

・18 ・15

6.

8.ブロック及びＡＬＣ

7.鉄 骨 工 事

・１号 ・２号 ・３号 ・４号 ・５号 (2.3.1表 )

・50 ・120

種 別

※使用する ・使用しない

※使用する ・使用しない

※１等

※１等

※特１等

※１等

※１等

12．

11.

10.

9.

ＡＬＣパネル

外壁パネル

床下防湿層7. 種　類 ※ポリエチレンフィルム 厚さ0.15mm

重ねのみ込み ※250mm以上とする。

全　体

3.タイルの割付 タイルの割付図を作成のこと

（必要に応じ壁、建具等の寸法を変更する）

無指定地域　法２２条地域

1. 一般共通事項

1.適　用　範　囲

2.設計図書順位

3.疑義及び

軽微な変更

4.別途工事

との取合い

5.提　出　書　類

4. 敷　地　面　積

5. 構　造，規　模

7.看　　　　板

※内、外部足場

建築確認済み看板等、その他関係法上必要な看板、監督員が

指示する看板

・ＲＣくい 　1種 ・2種

・ＰＣくい 　A種 ・B種 ・C種

・鋼管くい ( φ101.6　L=3.0m )

アーク溶接

・JIS G3112 ・JIS G3117

・SD295A ・SD295B ・SD345 ・SD390

・SR235 ・SR295

※JIS G3112 ・JIS G3117

種 別 ・A種 ※B種 （工場塗り現場補修）(18.3.1表）

用水

構内既存

の施設 ・利用出来る (・有償　・無償）・利用出来ない

危険防止 ・シート貼

足場

佐那具駅前トイレ新築工事

三重県伊賀市外山　203-6の一部、203-11の一部

木造１階建

※60 ・50　　(土間下は○ア25)　　(mm)

264.43㎡

2)特記事項は・印の付いたものを適用する。

・印※印のある場合は共に適用する。

・印の無い場合は※印の付いたものを適用する。

1)現場説明書（質疑応答書）含む

2)特記仕様書

3)設　計　図

5)公共規格及びこれに準ずる規格

を生じた場合は全て監督員と協議し、その指示により行う。

行われる様、協力の事。

○

○

○

1)図面、特記仕様書及び現場説明書に記載されてある事項以外は

請負者は併行して行われる別途工事に対して工事進行が速やかに

1)工程表、施工計画書、工事日報、部分下請負通知書、コンクリ

ート調合表、施工図、工作図、各種材料試験成績表、竣工図、引

渡書、その他材料試験結果、品質性能証明書、各保証書等

「国土交通大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標準仕様書」平

図面、仕様書の内容に相違のある場合、明記のない場合、又は疑い

4)標準仕様書

成28年度版に準ずる｡但し本工事に関係ない事項は適用しない｡

建築面積　10.35㎡　 延床面積　10.35㎡

※構外搬出処（ 適正処分　 )

6.官公署その他

手　続

7.発生材の処理

工事中－進渉状況の撮影記録をすると共に、特に竣工後、隠

ぺい又は埋設される部分は被写真に巾広テ－プをそえて撮影。

る。

・ 引渡しを要するもの　　（　　　　　　　　　　　）

・ 引渡しを要しないもの　（　　　　　　　　　　　）

※構外搬出（関係法令に従い適切に処理する）

工事中に必要な諸届、諸手続は請負者の責任において行う事とす

匠図、構造図、設備図）

4)その他監督員の指示する書類

8.化学物質の

　　　濃度測定

・ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、

　スチレン

着工時－敷地及び周辺の道路、建築物、工作物等の現況の撮影。

2)工事写真　建設大臣官房官庁営繕部監修「工事写真の撮り方」に

　　　　　　基づき撮影すること。

完成時－着工時と同位置にて撮影。

3)竣工図はＡ２版の製本及び２ッ折製本 ２部、提出図面は（意

　建設廃棄物マニフェスト写しを提出すること

工事用進入路 ・適宜、鉄板等の養生を行うこと。

※砕石 ・ＲＣ-40

※ガス圧接

圧接試験を行うこと。

※18（ ） ・21(基礎、ｽﾛｰﾌﾟ) ・22.5

※普通ポルトランドセメント( )

高炉セメントＢ種( )

・JIS規格品（ 6φ150×150 ）

7.設 備 ＣＢ

モザイクタイル、内装タイル

陶器質タイル

室名

ﾄｲﾚ

樹　種

備　品

監督職員事務所

○ア100

加工，組立

(構造標準図に準ずる)

8.デッキプレート Ｖ形デッキプレート　t=1.2

種　　別

X-1

図示

図示

国土交通省大臣認定

全鋼連グレード資格（ 　 Ｊ ランク ）

種　　別 　Ｄ－２

　図示

2.集成材

( 特記に明記　　　　　　　　　　　　　　　　)

１００角

・　適宜　　・10㎡程度

(梁･桁)

(土台･柱･大引)

(母屋･棟木･垂木) ※１等米松ＫＤ

※特１等(見える部分)

Ａ－１１図　（木造建築特記仕様書）　による

Ａ－１１図　（木造建築特記仕様書）　による

Ａ－１１図　（木造建築特記仕様書）　による



承認 検図 設計 製図 図面番号作図年月日

種別訂正年月日

工事名称

図面名称

縮　　尺

特　記

建築工事特記仕様書　〔２〕

佐那具駅前トイレ新築工事
Ａ－　２

棚

11.敷地境界石標 種　　別　　※A種 ・B種

建築工事特記仕様書　 〔２〕

アルミニウム製

建具

建築特記仕様書

気密性種類 ※A―3 ・A―4 （等級）

気密性種類 ※W―4 ・W―5 　 （等級）

枠の見込寸法 ※70,80又は100 （㎜）

(16.2.1表）

(16.2.1表）

(16.2.1表）

1.

2.網戸 区　 分

寸 　法

適 　用 ※合成樹脂性

3.鋼製建具 鋼板厚さ ・１.６ ・ （㎜） (16.3.2表）

4.鋼製軽量建具

5.ステンレス製建具 曲げ加工 ※普通曲げ・角出し曲げ

6.自動扉 開閉方法 種 別

7.重量シャッター 種　 類 ・防火シャッター ・防煙シャッター

開閉方式 ※上部電動式（手動併用） (16.10.1表）

上部手動式

軽量シャッター 開閉方式 ※手動式

(16.10.1表）

木製建具

8.

9. 種 　別 ・A種 ※B種 ・C種 (16.6.1表）

樹 　種 (16.6.2表）

フラッシュ戸の表面板厚 ※4.0 ・5.5 （㎜）(16.6.6表）

建具金物 マスターキー　　・有（３組）　　・無　　

モノロック レバーハンドル ヒンヂクローザー

本締り付き ドアクローザー 表示付空錠

シリンダー箱錠 ピポットヒンジ 丁 番

ガラス 1型板ガラス

2)網入板ガラス

3)合わせガラス 種 別

4)強化ガラス 種 類

5)熱線吸収板ガラス 種類、色調

6)複層ガラス 区分、材料

ガラス留め材 9.5「シーリング」による (9.6.1表）

パテの使用区分

(a)アルミニウム

(b)鋼製，ステンレス製 ※1種

(16.13.1表）

(c)木 製

オーバーヘッド

ドア

セクション材料による種類 (16.12.1表）

・スチール ・アルミニウム ・ファイバーグラス

開閉機能による種類

※バランス式 ・チェーン式 ・電動式

1.素地ごしらえ 木 　部（ Ａ ） 亜鉛メッキ（ 　 ）

鉄 面 ・A種 ・B種 ※C種 (18.2.2表）

モルタル及びプラスター面 ・A種 ※B種 (18.2.4表）

コンクリート及びＡＬＣ ・A種 ※B種

パネル面

(18.2.5表）

石こうボード及びその他 ・A種 ※B種

ボード面

(18.2.7表）

2.さび止め塗料 鉄 面 (18.3.1表）

(18.3.2表）

3.合成樹脂調合

ペイント

鉄 面・A種 ※B種

屋　 外・1種 ※2種

屋　 内※1種 ・2種

(18.4.2表）

亜鉛メッキ面

亜鉛メッキ面 (18.4.3表）

4.合成樹脂エマル

ジョンペイント

(18.13.1表）

5.模様塗料

6.多採塗料

7.塩化ビニール樹脂

エナメル

8.アクリル樹脂

エナメル

・A種 ※B種 (18.8.1表）

エナメル

9.フタル酸樹脂

(木部、鉄面、亜鉛メッキ面） (18.6.2表）(18.6.1表）

10.塩化ゴム系

エナメル

※有機質のエポキシジンクリッチペイント

木　 部 ・A種 ※B種 (18.5.1表）

木　 部 ・A種 ※B種 (18.15.1表）

ワニス

ｵｲﾙｽﾃｲﾝ+ｸﾘｱﾗｯｶｰ

ウレタン樹脂

マスチック塗材

11.

12.

13. 凸面処理仕上げ（ ） (18.17.1表）

仕上材塗り 種類及適用

1.ビニール床シート

2.ビニール床タイル

3.ゴム系タイル

材　 種 色 柄 使用箇所厚 さ（㎜）

ビニール巾木 高さ※60 厚さ※2 ・ （㎜）

4.合成樹脂塗り床

弾性ウレタン ※平滑仕上げ

塗　り　床 種類及び工程

(19.4.1表）

エポキシ樹脂 (19.4.2表）

5.石こうボードその他

ボード及び合板張り

規　格

難燃合板 樹脂 ※生じのまま ・ラワン ・しな

特殊合板 樹脂 ※

合板張付け 種別 ・A種 ※B種

厚さ ※0.3㎜ ・ そば包み

(19.7.1表）

6.フローリング張り フローリングの適用

工法の適用

樹　 種 ※ぶな

厚　 さ ※15 ・ 大きさ

複合フローリング 種　 別 ・A種 ・B種 ※C種 (19.5.3表）

モザイクパーケット 樹　 脂 ・ ※

厚　 さ ※ 大きさ※

種 別 じゅらくクロス

種　 別 ・A種 ※B種 (19.6.1表）

7.ビニルクロス張り

8.畳敷き

9.じゅうたん敷き 品質検査

ウィルトンカーペット

タフテッドカーペット ・A種 ※B種

・A種 ※B種 ・C種 (19.3.1表）

厚さ※ (㎜）

下敷き材

10.断熱材 種　 類 ・ 厚さ ・ (㎜）

1.しゃ断層材料

凍上抑制層材料2.

3.盛土材料

4.踏床土の支持力

比試験

5.踏盤材料

クラッシャランスラグＣＳ-40

(22.3.3表）

6.加熱アスファルト (22.4.6表）

混合物

7.シールコート ・行わない ・行う（ ）

コンクリート舗装8. 早強セメント ・使用しない ・使用する

コンクリート板9. 適　用（ ）

10.特殊舗装 カラー舗装の種類 ※加熱アスファルト混合物を用いる

排水管1. 材　 種

形　 状

強　 さ

排水ます及びふたの種類

地業の材料

1.補償期間

2.植栽 樹 木 名 高 さ 目通周 枝張り（葉張り）

芝張り3. 種　類 ※こうらい芝 ・野芝

工　法 平 地 ※目地張り

切り土のり面 ※べた張り

盛り土のり面 ※筋芝張り

客　土 ・行わない ・行う

コーナービート 材　 種 ※ステンレス製

形　 状 寸法

取付け

1.

2.階段滑り止め

鏡3.

4.黒板

種　 類 厚さ ※5 ・ （㎜）

種　 類

5.貫通孔 スリーブの材種 ※溶融亜鉛めっき鋼板

6.カーテンきれ地 品　 質 ※防炎性能の認定品

一般窓：東リ　エコタッサー　又は同等品　　１．５倍ヒダ

休憩スペース：東リ　ニューエコビオラ　又は同等品　　１．５倍ヒダ

7.カーテンレール 材　 種 アルミ製

材　 種8.ブラインド

形　 状 ※開閉はギャー式

9.砂利敷き 種　 別 通路 ※A種 ・B種

建物周囲 ・A種 ※B種

コンクリート間知10. 種　 類

ブロック 質量区分

(20.2.1表）

2.表面仕上げ 種　類 ・A種 ※B種 ・C種

造作用 等級 ※1等集成材3.

化粧板 等級 ※1等

4. 防 腐

防 蟻

防 虫

1.瓦葺き

2.折版ぶき

平板瓦葺き　（三州陶器平板瓦いぶし銀　又は同等品以上）

種 類 ※重ね型、はぜ締め型 厚さ （㎜）

タイトフレーム表面処理

類 別 ・A種 ※B種

3.波板石綿

スレートぶき

4.とい

防 露

掃除口 ・無 ・有（ ）

種 別 ・A種 ※B種 ・C種

防腐、防ぎ処理

1.

特殊プラスタ 塗り厚 ・3 ※5～7 （㎜）

2.仕上塗材 種　別 ・A種 ※B種 ・C種

種　別 ・A種 ※B種

工　法

3.吹付けの下地 ＡＬＣパネル下地の目地形状

処理

仕上塗材

4.ロックウール吹付け 仕上げ厚 ※B種 ・ （㎜）

1.ステンレス

2.アルミニウム及び

アルミニウム合金

表面処理 種 別

鉄の亜鉛メッキ3. 類別 ・A種 ※B種

適用

4.軽量鉄骨 天井下地 野 縁 ※19形（屋内）

壁下地 スタッド 50形，75形，100形

ランナー

手摺 種別5.

6.金属成型版 種別

表面処理

7.アルミニウム製 種別

笠木

8.インサ－ト 材種

その他

ラス

マンホール

既製金物

9.

(12.1.1表）

(14.2.2表）

(13.4.1表）

(14.2.1表）

(14.2.2表）

(14.5.1表）

(14.2.1表）

※25形（屋外）

※鉄製

※Ｖ型目地

※2.8 ・3.0

※黄麻フェルト厚さ8㎜2回刺し

※川砂又は海砂

※行わない ・行う（ ）

※埋込み工法

※

※ ※2.0 ・3.0　

　※3.0 ・5.0※

ＡＬＣパネル用

10.

11.

12.

種類

・A種 ※B種

・A種 ※B種

鉄 面※A種 ・B種

亜鉛メッキ面・A種 ※B種

・A種 ※B種

ＳＳ４００

ツリーベース

アクアプルーフ４０Ｊ

１年

4.低木 つつじ密植　Ｈ＝３００（客土）

5.屋根仕上

12.

表面仕上げ ※ＨＬ程度 　　　SUS304

ボードラック (L800×D950×H2100)

13.

防火性能 級 別　　ＳＰ級

ニードルパンチカーペット

天井、ｸﾞﾗｽｳｰﾙ t=100 24Kg

材　 質 ※鋼板製 ・ステンレス製 ・アルミニウム合金

棚板　　　　５枚

床部､押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ　　t=20

セルフレベリング

セクション材料による種類13.トイレブース

点　検　口 天井点検口　※アルミニウム製（※額縁タイプ・目地タイプ）４５０角

床点検口　　※アルミニウム製・ステンレス製　６００角

14.

15.

材 種　カラー塩ビ（軒樋　角型W120　竪樋　角型80×50）

軒裏　ケイサンカルシウム板　t=6　EP塗り

※（B－1種）又は（A－1種）

8. 材種ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝｼﾞｮｲﾝﾄ

内壁：ＵＨＩＮ＃34
天井：ＤＣＩＮ＃34
外壁：ＵＧＭ＃34
屋上：ＤＫＲ＃34

ステンレス製（参考ﾒｰｶｰ　㈱パラキャップ社）

9. ルーフドレイン

床　：ＵＦ＃34、ＵＦＫ＃34

・中継用　　ＪＰＢ100
・縦型　　　ＪＰＲ100
材種 ステンレス製（参考ﾒｰｶｰ　杉田エース株式会社）

5.

Ｂ種

カラーガルバリウム鋼板葺 0.4mm

○ア10　セメント系

形　 状 ダブル

種　別 ※クラッシャランＲＣ－40又は

種　別（　蜜粒度アスファルト混合物(13) ）

13. 屋 根 と い 工 事　　

14.　　金　属　工　事

15.　　左　官　工　事　

16.　　建　具　工　事　

17.　　塗　装　工　事　

18.　　内　装　工　事　

19.　　舗　装　工　事　

20.　　排　水　工　事　

21.　　植　栽　工　事　

22.　　雑　　工　　事　

便所

外壁部、ｸﾞﾗｽｳｰﾙ t=100 24Kg

大建ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｽ又は同等品

３００×３００×７点字誘導ブロック

室 名 札 等

基礎ﾊﾟｯｷﾝ･ﾍﾞﾀ基礎･土台､大引き･柱(桧材使用)

折板ﾒｰｶｰﾘｽﾄ 奥平工事株式会社・三晃金属工業株式会社・㈱淀川製鋼所

（記載は五十音順）

（記載は五十音順）

ﾄｽﾃﾑ株式会社・不二ｻｯｼ株式会社・YKK　AP株式会社ｱﾙﾐ製建具ﾒｰｶｰﾘｽﾄ

屋外手摺 LIXIL　ｻﾎﾟｰﾄﾚｰﾙUD　ﾌﾛﾝﾄﾋﾞｰﾑ2段（ｽﾃﾝﾚｽ支柱）又は同等品以上16.

Ａ－１１図　（木造建築特記仕様書）　による

Ａ－１１図　（木造建築特記仕様書）　による



承認 検図 設計 製図 図面番号作図年月日

種別訂正年月日

工事名称

図面名称

縮　　尺 Ｓ＝１：１００

特　記

Ａ－　３

スロープ（車路）
スロープ（車路）

ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁

ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁

道
路

幅
員

　
7
,
0
0
0

2
5
0

5
5
0

2
0
0

6
,
0
0
0

会所枡 側溝

ＪＲ　佐那具駅

２０３－６番地２０３－１１番地

2,000

ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁

井戸

ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁

2
,
0
0
0

ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁

申請建物

2
,
2
7
5

3,000

1
,
1
0
0 浄化槽

側溝

Ｎ

隣
地

境
界

線
　

8
,
6
8
5

隣地境界線　19,255
隣地境界線　7,298

隣
地
境
界
線
　
4,
98
2

4
,
4
2
3

道路境界線　10,020
1,423 道路境界線　19,273

汚水経路
4,550

雨水経路

側溝

既設雨水放流管に接続後、側溝に放流

ＫＢＭ＝設計ＧＬ＋１００

GL±0GL±0

GL±0

GL±0

GL±0

GL±0 GL±0

GL±0

GL±0

GL±0

GL±0

GL-580

GL-940

GL-1,390

GL-1,390

GL-1,710

GL-1,800 GL-1,970

GL-1,390

GL-940

GL-580

敷地進入口

GL±0

GL±0

法４２条１項１号道路

佐那具駅前トイレ新築工事

＜共通仮設工事＞

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ

配置図及仮設計画図

※交通誘導警備員は必要に応じ

適宜配置とする

：ﾈｯﾄﾌｪﾝｽH=1,800



承認 検図 設計 製図 図面番号作図年月日

種別訂正年月日

工事名称

図面名称

縮　　尺 Ｓ＝１：１００

特　記

面積表

Ａ－　４

8
.6

8
5

隣
地

境
界

線

19.255
隣地境界線

7.298
隣地境界線

4.
98
2

隣
地
境
界
線

4.
4
23

隣
地

境
界

線

10.020
隣地境界線

1.423

隣
地
境
界
線

19.273
隣地境界線

64.
05
1

5

10.939
4.
73
2

4

10.505

6.
18
5

3

9.
84

7

1.141

2

8.989

1

21.
048

7.952

敷 地 面 積

底 辺（m） 高 さ（m） 倍 面 積（㎡）

敷 地 面 積 (㎡)

倍 面 積 計

264.43

528.860257

1 21.048 7.952 167.373696

2 21.048 8.989 189.200472

3 9.847 1.141 11.235427

4 10.505 6.185 64.973425

5 10.939 4.732 51.763348

6 10.939 4.051 44.313889

敷地面積求積図 Ｓ＝１：１００

2
.
2
7
5

4.550

A1
建築面積 ・床面積表

形 状 計 算 式 面 積

面 積 計(㎡)

A1 矩形 4.550×2.275 10.351250

10.35

建築面積・床面積求積図 Ｓ＝１：１００

佐那具駅前トイレ新築工事



承認 検図 設計 製図 図面番号作図年月日

種別訂正年月日

工事名称

図面名称

縮　　尺 Ｓ＝１：５０

特　記

外部仕上表・内部仕上表・平面詳細図・屋根伏図

Ａ－　５

外　部　仕　上　表

化粧野地板：杉板ｔ＝１２目透し張り　　化粧垂木：４５×６０＠３０３
屋根

　　※仕上仕様については特記仕様書を参照する。

金属系サイディングｔ＝１８　縦張り

横胴縁　１５×４５＠４５０　　透湿防水シートｔ＝０．１５　　構造用合板ｔ＝９
外壁

水切り

腰壁

建具

樋
軒樋：カラー塩ビ　角型　幅１２０

アルミサッシ

化粧野地板：杉板ｔ＝１２　目透し張り　　木材保護塗料塗り
軒天

床　　　：　モルタル金コテ押え（斜路部分　黄色着色）

竪樋：カラー塩ビ　角型　８０×５０

アルミハンガードア

内　部　仕　上　表　　※壁体内には全てｸﾞﾗｽｳｰﾙt=100を充填すること。

室名 床 腰壁 天井

スロープ

壁

多目的便所兼女子便所
磁器質１００角タイル張り

男子便所

下地モルタル

下地モルタル

磁器質１００角タイル張り

陶器質１００角タイル張り

下地モルタル

下地モルタル

陶器質１００角タイル張り

せっこうボードｔ＝１２．５

じゅらくクロス張り 木材保護塗料塗り

杉板ｔ＝１２　目透し張り

杉板ｔ＝１２　目透し張り

木材保護塗料塗り

天井回り縁 備　考

杉

杉

平板瓦葺き・アスファルトルーフィングﾞ

カラーガルバリウム鋼鈑ｔ＝０．４

モルタル刷毛引き

化粧垂木：４５×６０＠３０３　　木材保護塗料塗り

じゅらくクロス張り

せっこうボードｔ＝１２．５

立上り　：　モルタル刷毛引き

手摺　　：　ステンレス支柱、２段手摺　ＡＢＳ樹脂製

2,
27

5

4,550

2,275 2,275

4,550

2,2752,275

平面詳細図 Ｓ＝１：５０

１

Ａ

３２

DN ｽﾛｰﾌﾟ

1,
50
0

多目的便所兼女子便所

男子便所

1,417.5507.51,417.5507.5
350350

96
2.

5
96

2.
5

3
50

有効幅=800
250

150
有効幅=900

35
0

50
7
.5

1
,4

1
7.

5

1,
42

5

Ｂ

Ｃ

Ｎ

手摺

手摺

展開方向Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

ａ

ｂ’

ａ’

ｂ

視覚障害者用タイル

スロープ床：色モルタル（黄色着色）

FL±0

FL±0

FL±0

FL±0

FL-150

1,200 1,500

１

Ａ

２

Ｂ

３

Ｃ

4,550

屋根伏図 Ｓ＝１：５０

400 400

４寸勾配　

４寸勾配　

2
,2

75
65

0
65
0

竪樋：カラー塩ビ　角型　80×50軒樋：カラー塩ビ　角型　幅120

屋根：平板瓦葺き

屋根：平板瓦葺き

佐那具駅前トイレ新築工事



承認 検図 設計 製図 図面番号作図年月日

種別訂正年月日

工事名称

図面名称

縮　　尺 Ｓ＝１：５０

特　記

立面図

Ａ－　６

3
,4

5
0

60
0

2,
70

0

400 400

▽最高の高さ

▽軒高

▽１ＦＬ

△設計ＧＬ

南立面図 Ｓ＝１：５０

屋根：平板瓦葺き

外壁：サイディング縦張り

腰壁：モルタル刷毛引き

15
0

3,
45

0

60
0

2,
70

0

400 400

▽最高の高さ

▽軒高

▽１ＦＬ

△設計ＧＬ

北立面図 Ｓ＝１：５０

屋根：平板瓦葺き

外壁：サイディング縦張り

腰壁：モルタル刷毛引き1
50

立上り：モルタル刷毛引き

10
4

10
4

650650

3
,4

5
0

60
0

2,
70

0

▽最高の高さ

▽軒高

▽１ＦＬ

△設計ＧＬ

東立面図 Ｓ＝１：５０

外壁：サイディング縦張り

腰壁：モルタル刷毛引き

15
0

650 650

3,
45

0

60
0

2,
70

0

▽最高の高さ

▽軒高

▽１ＦＬ

△設計ＧＬ

東立面図 Ｓ＝１：５０

外壁：サイディング縦張り

腰壁：モルタル刷毛引き

10
4

10
4

1
50

立上り：モルタル刷毛引き

佐那具駅前トイレ新築工事



承認 検図 設計 製図 図面番号作図年月日

種別訂正年月日

工事名称

図面名称

縮　　尺 Ｓ＝１：５０

特　記

断面図

Ａ－　７

男子便所多目的便所兼女子便所

3,
45

0

6
00

2,
7
00

▽最高の高さ

▽軒高

▽１ＦＬ

△設計ＧＬ

ａ－ａ’断面図 Ｓ＝１：５０

400 4004,550

1
50

75
0

1,
25

0

多目的便所兼女子便所

10
4

10
4

3,
45

0

6
00

2,
7
00

▽最高の高さ

▽軒高

▽１ＦＬ

△設計ＧＬ

ｂ－ｂ断面図 Ｓ＝１：５０

650650

1
50

75
0

1,
25

0

2,275

佐那具駅前トイレ新築工事



承認 検図 設計 製図 図面番号作図年月日

種別訂正年月日

工事名称

図面名称

縮　　尺 Ｓ＝１：３０

特　記

矩計図

Ａ－　８

多目的便所兼女子便所

10

4

10

4

650650

2
,8

5
0

2
,7

0
0

15
0

▽軒高

△設計ＧＬ

屋根：平板瓦葺き
　　　アスファルトルーフィング
化粧野地板：杉板ｔ＝１２　目透し張り
化粧垂木：４５×６０＠３０３

1
,9

0
0

外壁：金属系サイディングt=18　縦張り
　　　横胴縁　15×45＠450
　　　透湿防水シートt=0.15
　　　構造用合板t=9

壁：せっこうボードt=12.5
　　じゅらくクロス張り 軒天：化粧野地板、化粧垂木

断熱材：グラスウールt=100

１

ＡＤ

7
50

1
,2

50

2,275

42
105

12.5

１

ＡＷ

モルタル刷毛引き

腰壁：１００角タイル張り

床：１００角タイル張り

ＡＢＳ樹脂製手摺

床：モルタルコテ押え

1,425

佐那具駅前トイレ新築工事



作図年月日承認 検図 設計 製図 図面番号

種別訂正年月日

工事名称

図面名称

縮　　尺 Ｓ＝１：５０

特　記

展開図

佐那具駅前トイレ新築工事
Ａ－　９

凡　例 ①

②

③

せっこうボードｔ＝１２．５　　じゅらくクロス張り

陶器質１００角タイルタイル張り

壁見切り　杉　40×40　木材保護塗料塗り

多目的便所兼女子便所　Ａ面

2,275

2,
70

0

1,
10

0

①

①
１
AD

2,275 2,275 2,275

多目的便所兼女子便所　Ｂ面 多目的便所兼女子便所　Ｄ面多目的便所兼女子便所　Ｃ面

①

②

③

①

１
AW 7

50
1
,2

50

③

②

①

男子便所　Ｃ面 男子便所　Ｄ面男子便所　Ｂ面

2,2752,2752,275

２
AD

①

①

2
,7

00

2,275

男子便所　Ａ面

１
AW

１
AW

1,
25

0
75

0１
AW

①

③ ③

①

② ②

1,
90

0

①

③ ③

② ②

ＣＢt=100積み

ＣＢt=100積み



承認 検図 設計 製図 図面番号作図年月日

種別訂正年月日

工事名称

図面名称

縮　　尺 Ｓ＝１：５０

特　記

建具伏図・建具表・天井伏図

佐那具駅前トイレ新築工事
Ａ－１０

建　具　表

数量記　号

型　式

仕　上

見　込

ガラス

金　物

備　考

姿　図

1
AW ４

型板ガラスｔ＝４

７０

アルミ

ガラスルーバー窓（半外付け） ハンガー引戸

アルミ

１００

型板ガラスｔ＝４

1
AD

1,
90

0

１ １
1
TB

メラミン化粧合板　ｔ＝４０

トイレブース

ナイロン樹脂引手・非常解放機能付表示錠

シリンダー錠・アルミガラリ・外部三方枠

1,
84

0
6
0

戸当り帽子掛け・非常解放機能付表示錠

アルミ笠木・足金物

2
,2

7
5

4,550

2,275 2,275

4,550

2,2752,275

建具伏図 Ｓ＝１：５０

１

Ａ

３２

DN ｽﾛｰﾌﾟ

多目的便所兼女子便所

男子便所

1,417.5507.51,417.5507.5
350350

9
62

.
5

9
62

.
5

35
0

有効幅=800
250

150

35
0

50
7
.5

1
,4

17
.
5

1
,4

2
5

Ｂ

Ｃ

Ｎ

１
TB

２
AD

有効幅=900
１
AD

１
AW

１
AW

１
AW

１
AW

75
0

350

シリンダー錠・アルミガラリ・外部三方枠

ナイロン樹脂引手・非常解放機能付表示錠

型板ガラスｔ＝４

１００

アルミ

１AD
2

1,
90

0

有効幅＝800

ハンガー引戸

有効幅＝900

1
,2

5
0

▽ＦＬ

700
550

100
550

120 800

天井伏図 Ｓ＝１：５０

4,550

2,275 2,275

2
,2

7
5

1
,1

37
.5

1,
13

7.
5

6
50

65
0

400400

１

Ａ

２

Ｂ

３

Ｃ

垂木　45×60@303

破風板

破風板

野地板　杉板t=12目透し張り

野地板　杉板t=12目透し張り



承認 検図 設計 製図 図面番号作図年月日

種別訂正年月日

工事名称

図面名称

縮　　尺

特　記

木造建築特記仕様書

佐那具駅前トイレ新築工事
Ａ－１１

製材等、フローリング又は再生木質ボードを使用する場合は、三重県

ａ　材　　料

ａ　適用基準

・　使用木材，新建材はＪＡＳ、ＪＩＳ規格品とする。

・　和室造作材等級　：　・　無節・　上小節・　小節　　・　一等

・　和室造作材種　　：　・　桧　・　杉　　・　スプルス・　米ヒバ　・　その他（　　　　）

・　構造下地材種　　：　・　桧　・　杉　　・　米松　　・　米ヒバ　・　米栂　・　その他（　　　　）

着工　　平成　　　年　　　月　　　日　　　竣工　　平成　　　年　　　月　　　　日

建築面積

１　工事概要

（申請以外の部分）　　 （合　　計）　　　　（申請部分）　　

延床面積

敷地面積

㎡

２　一般共通事項

ｆ　規　　模

・　本特記仕様書の適用は、○印のあるものとする。

５　木工事

ｅ　構　　造

㎡

㎡

㎡㎡

㎡

ｃ　工　　期

ｄ　主要用途

ｂ　建設場所

㎡

ａ　工事名称

・　設計図書の内容に相違のある場合、明記の無い場合、その他疑問を生じた場合は独断処理せず、

・　設計ＧＬ，ＢＭは監理者立ち会いの上決定すること。

・　施工上撤去，移設を要する軽微なものは契約内にて処理する。

・　定置する足場，桟橋の類は別契約の関係請負者に無償で使用させること。

　　優先順位

・　設計図書等の優先順位は次の通りとするが、大きな相違がある場合は監理者と協議して決定する。ｃ　設計図書等の

・　設計図書に明記が無い場合でも、本工事完成上当然必要な工事は契約内にて施工するものとする。

ｃ　ＧＬ，ＢＭの決定

ｄ　障害物の処理

ｂ　足場，保護設備

・　工事現場には工事名称，発注者などを示す表示板を設け、大きさ，書体，材質，位置等は監理者と協議して決定する。ａ　看板，表示板

ｅ　片付，清掃

ｂ　疑　　義

・　設計図書，関係法令に基づき、作業者，付近住民，隣接建物，工作物，通行人に対して被害を出さぬように配慮する。

・　完成時敷地及び敷地周囲とも原況に復旧し清掃すること。

　　　監理者と協議の上施工すること。

　　　提示された保護設備では不十分な場合は追加処置を施す。その場合の費用負担は監理者と協議して決定する。

３　仮設工事

伊賀市　外山　地内

木造　平屋建

10.35

10.35

・　本特記仕様書に記載のない事項は、平成28年度　公共建築工事標準仕様書　

・　鉄板　　　（　　　）㎜　：　・　ＧＬカラー塗装　・　ＧＬフッ素・　その他（　　　）㎜　

・　ニチハ　ＳＴ型センターストライプＵプレミアムｔ＝１８　又は同等品

ａ　材　　料

・　こけら葺　・　立はぜ葺　・　瓦棒葺　・　波板葺　・　折板葺　・　横葺　・　その他（　　　　　）

・　発泡ウレタン　・　ガラス繊維　・　その他（　　　　　）

・　銅板　　　（　　　）㎜　：　・　原板　・　緑青　・　硫化いぶし

・　ステンレス（　　　）㎜　：　・　原板　・　ヘアーライン　・　カラー塗装　

・　アルミ　　（　　　）㎜　：　・　アルマイト処理　・　カラー塗装

ａ　材料及び表面処理

・　厨房器機，浴槽，洗面ユニット，郵便受，避難器具等を対象とする。

・　各種使用材はＪＩＳ規格品とし、種類は設計図指示による。

・　内装材はＪＩＳ，ＪＡＳ規格品とし、種類は仕上表指示による。

・　ガラス材はＪＩＳ規格品とし、種類は建具表指示による。

・　塗料はＪＩＳ規格品とし、種類は仕上表指示による。

ａ　一般事項

ｂ　材　　料

ｂ　材　　料

・　植栽業者の責任施工とし、植付後１年間は補償期間とする。

・　構内の建物に付随する植栽を対象とする。

・　材種は植栽設計図指示による。

ｂ　葺工法

・　大理石　・　みかげ石　・　砂岩　・　テラゾ　・　その他（　　　　　）

ｃ　裏張材

ｃ　施　　工

ａ　材　　料

・　圧着工法　・　積上工法　・　乾式工法　・　その他（　　　　　）　

・　建具金物はＪＩＳ規格品とし、種類は建具表指示による。

・　網の種類　：　・　サランネット　・　ステンレスネット　・　グラスファイバー

・　使用木材，新建材はＪＡＳ規格品とし、種類は建具表指示による。

・　各種使用材はＪＩＳ規格品とし、詳細は仕上表指示による。

・　各種使用材はＪＩＳ規格品とし、詳細は仕上表指示による。

ｂ　工　　法

ａ　材　　料

１３　塗装工事

１４　内装工事

１１　左官工事

９　石工事

１０　タイル工事

１５　雑工事

１６　植栽工事

・　モルタル・　プラスター・　漆喰　　・　砂壁　・　じゅ楽　・　リシン　・テラゾ　・その他（　　　　）

・　中空セメント板　　・　ノンアスベスト板　・　硬質木片セメント板　・　金属板　・　その他（　　　　　）

・　ステンレスビス止め・　ステンレス釘打　　・　金具止　　　　　　　・　その他（　　　　　）

・　本磨き　・　水磨き　　・　ジェットバーナー　・　小叩き　・　その他（　　　　　）

・　磁器質　　・　半磁器質　・　せっ器質　・　陶器質　・　土器質　・　その他（　　　　　）

・　金コテ　・　刷毛引き　・　スタッコ・　掻落し・　洗出し　・　研出し　・　その他（　　　　）

１２　建具工事

８　サイディング工事

ａ　材　　料

ａ　一般事項

ｅ　ガラス

ｂ　工　　法

ａ　材　　料

ａ　材　　料

ａ　材　　料

ｂ　仕　　上

ｃ　金　　物

ｄ　網　　戸

ｂ　木製建具

ｂ　仕　　上

ａ　アルミ建具

７　板金工事

６　屋根工事

・　横葺き

・　各種使用材はＪＩＳ規格品とする。

・　平板瓦葺き

接着工法

・　ピクトサイン　300×300

基板：ｱｸﾘﾙ板　厚1.0mm
ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ貼

ｂ　金　　物

ｃ　防腐，防虫処理 ・　ＧＬ＋１０００以下の構造下地材には、ガードラック同等品を塗布すること。

・　金物はＺマーク表示品又はこれと同等以上のものとする。

※ 「環境物品等の調達方針」に従い、あらかじめ「木材・木材製品の合法
性、持続可能性の証明のためのガイドライン」に準拠した証明書を監督員に提出すること。

佐那具駅前トイレ新築工事

10.35

10.35

　　１）　疑義回答書 　　２）　本特記仕様書 　　３）　設計図面

　　４）　内訳明細書 　　５）　共通仕様書　（住宅金融支援機構木造住宅工事共通仕様書）

・　本工事の各種試験，検査は別紙事務処理要領に基づいて行い、報告書を提出する。

・　立ち会いの要否は監理者の指示に従う。

ｄ　施　　工 ・　施工にあたっては共通仕様書，各材料メーカーの仕様書，施工計画書，施工図，承認図に基づいて施工すること。

ｅ　試験．検査

・　施工上の許認可届け等は施工者が行う。

ｆ　提出書類 ・　着手前に別紙事務処理要領に基づいてメーカー選定通知書、サンプル、施工図等提出し、監理者の承認を得ること。

・　竣工図　製本A2版2部　A3版2部　

・　完成写真　　外観4面　各室内2カット以上　（アルバム製本の上提出すること。）　

杉

ｊ　コンクリート材料

ｋ　調　　合

ｌ　試　　験

ｍ　型枠材

ｉ　床下換気口

ｈ　アンカーボルト

ｇ　配　　筋

・　基礎を貫通して設ける配管用スリーブは、鉄筋補強する。

・　外周部の布基礎には、間隔４ｍ内外に床下換気口２００＊３５０を設ける。

ｄ　玉石，砂利地業

・　根切り完了後監理者の立ち会いを求め、承認を得ること。

・　コンクリート材はＪＩＳ表示許可工場で製造されたレデｲーミクストコンクリートとする。

ｅ　地盤改良

ｆ　防湿シート

ｂ　埋戻し

ｃ　残土処分

ａ　根切り

・　着手前にコンクリート配合計画書を提出し、監理者の承認を得ること。

・　温度補正，スランプ，水セメント比等は、監理者の指示により決定する。

・　合板パネル　・　金属パネル　・　縁甲板　・　その他　（　　　　　）

・　鉄筋材はＪＩＳ規格品とする。

・　試験練り　　・　スランプ　　・　空気量　・　塩化物量試験　・　強度試験

・　材料の規格　：　・　（　　　）ｍ／ｍ

・　工法　　　　：　・　ランマー突き・振動コンパクター締め　　　　　・　振動ローラー締め　

・　材料の種類　：　・　玉石　　　　・　割石　　　・　砂利　　　　　・　砕石

・　残土処分は　：　・　場外処分　　・　場内推積　・　場内敷き均し　・　その他　（　　　　　）とする。

・　埋戻しは　　：　・　根切り土使用・　搬入山土　・　砕石　　　　　・　その他　（　　　　　）とする。

・　厚さ　　　　：　・　０．１５ｍ／ｍ　　　　　　・　その他　（　　　　　）

・　改良材　　　：　・　ラップルコンクリート　　　・　砕石　　　　　・　その他　（　　　　　）

・　材料　　　　：　・　ポリエチレンシート　　　　・　その他　（　　　　　）

４　基礎工事

ＳＤ２９５Ａ

２ ２

２ ２
・　土間コンクリート　・　15N／mm　・　18N／mm

（RC-40）

・　建物クリーニングは専門業者によるクリーニングを基本とする。

・　現場事務所（10㎡程度）を設置すること。（位置は監督員と協議の上決定とする。）

・　工事用水・電力は構内既存施設を利用できることとする。（有償）

公衆用便所

住宅用・ビル用・　規格（　　　　　　　　）　・　カラー（　　　　　）

・　鉄筋コンクリート　・　18N／mm　・　21N／mm （＋温度補正値）

・　Ｚマーク表示品又はこれと同等以上のものとし、筋かいの下部、土台継手、それ以外は1.82ｍ以内に埋設する。

・　一般造作材種　　：　・　スプルス・ホワイトアッシュ・タモ　　　・ピーラ　・アガチス・その他（　　　　）

※ 本工事に使用する木材は、「三重の木」利用推進協議会が認証する「三重の木」の優先利用に努めること。

※ 本工事においては、三重県リサイクル製品利用推進条例に基づき、性能、品質、数量、価格等について考慮し、優先的に認定製品を使用

すること。入手困難な場合等においては監督員と協議すること。



承認 検図 設計 製図 図面番号作図年月日

種別訂正年月日

工事名称

図面名称

縮　　尺

特　記

基礎伏図・基礎詳細図・杭伏図・杭特記仕様書

佐那具駅前トイレ新築工事
Ａ－１２

Ｓ＝１：５０，３０

2,
27

5

4,550

2,2752,275

基礎伏図 Ｓ＝１：５０

アンカーボルト　Ｄ１３　Ｌ＝４００

1,
42

5

1,125 75
50

1,45060 60 3,365

6
0

6
0

スロープ

土間コンクリート　ｔ＝１００
砕石　ｔ＝１００
鉄筋　Ｄ１０＠２００

ベタ基礎　ｔ＝１５０
砕石　ｔ＝１５０
鉄筋　Ｄ１３＠２００
ポリエチレンフィルム　厚０．１ｍ

7
5

75
1
,2

90
2,

12
5

7
5

75

2,125
75 7575757575

2,125

布基礎

布基礎

立上り

立上り

立上り

立上り

立上り

１

Ａ

２

Ｂ

３

Ｃ

2,
27

5

4,550

2,2752,275

杭伏図 Ｓ＝１：５０

1,
42

5

１

Ａ

２

Ｂ

３

Ｃ

１.工事概要

２、軸径、拡翼径、貫入深度、本数、配置等は設計図による。

４、施工は拡翼の回転時に発生する推進力と、必要に応じて圧入力を加えて貫入させる事。

５、打止めは地盤調査結果を照合し、回転トルクを確認した後、打止めとする。

②施工方法

２、工事に先立ち、施工計画書を提出する。

施工計画書は次の事項を明示する。

①工事概要（軸径・拡翼径・貫入深度・本数）

③施工機械

④施工記録

⑤安全管理

工事完了後、次の事項について報告書をまとめ、２部を監督員にすみやかに提出する。

①施工伏図及び施工番号

②施工日

③貫入深度及び高止まり量

④最終トルク値

⑤施工データ

⑥工事写真

施工データを記録できる装置（施工管理計測器）を装備したもので、自走式とする。

３、鋼管材料はSTK400（同等以上）とする。

（㎜）

鋼管杭径

（㎜） （㎜）

拡翼径 セット

（ｍ）

施工長

（㎜）

拡翼厚さ

２.特記概要

３.一般事項

４.報　　告

鋼管杭厚さ

１、拡翼付鋼管杭数量表

101.6 4.0 350 12

（ＧＢＲＣ　性能証明　第10-01号）

本工事では(財)日本建築総合試験所　建築技能性能証明工法とする。

１、本工事の施工業者は、ＤＭ（ﾀﾞﾌﾞﾙﾒﾀﾙ)工法の施工技術に精通したものとする。　　　

本工法は小口径先端翼付き鋼管杭を回転貫入させ、所定の支持地盤にて支持力を発現させる工法である。

小口径先端翼付き鋼管杭回転工法特記仕様書
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承認 検図 設計 製図 図面番号作図年月日

種別訂正年月日

工事名称

図面名称

縮　　尺 Ｓ＝１：５０

特　記

土台伏図・梁伏図

佐那具駅前トイレ新築工事

土台伏図 Ｓ＝１：５０

１

Ａ

Ｃ

２

Ｂ

３

4,550

2,275 2,275

2
,2

75

1
,1

37
.5

1
,1

3
7.

5

１
０

５
×

１
０

５

１
０

５
×

１
０

５

１
０

５
×

１
０

５

１０５×１０５１０５×１０５

１０５×１０５１０５×１０５

１
０

５
×

２
１

０

１０５×２１０ 火打梁

梁伏図 Ｓ＝１：５０

4,550

2,275 2,275

2
,2

75

1
,1

37
.5

1
,1

3
7.

5

１

Ａ

２

Ｂ

３

Ｃ

65
0

65
0

400400

１０５×２１０

１
０

５
×

２
１

０

１
０

５
×

２
１

０

小屋束

梁伏図 Ｓ＝１：５０

4,550

2,275 2,275

2,
2
75

1,
13

7.
5

1
,1

37
.5

65
0

6
50

400400

１

Ａ

２

Ｂ

３

Ｃ

軒先ライン

軒先ライン

棟木

母屋

垂木　４５×６０＠３０３

◎　木材リスト
柱 桧 特一等 １０５×１０５

１０５×１０５土台 桧 特一等

梁・桁 米松（ＫＤ材） １０５×２１０

　６０×１０５特一等桧間柱

小屋束 １０５×１０５

１０５×１５０米松（ＫＤ材）棟木

母屋 １０５×１２０＠９１０

　９０×　９０火打梁 米松（ＫＤ材）

米松（ＫＤ材）

米松（ＫＤ材）

垂木 米松（ＫＤ材） 　４５×　６０＠３０３母屋

凡　例

Ａ－１３



承認 検図 設計 製図 図面番号作図年月日

種別訂正年月日

工事名称

図面名称

縮　　尺 Ｓ＝１：５０

特　記

耐力壁配置図・柱の接合金物配置図・軸組図

佐那具駅前トイレ新築工事

凡例 ｂ　：　構造用合板ｔ＝９

ｍ　：　筋違い　９０×４５

非　：　構造用合板ｔ＝９　（非耐力壁）

　　　　釘打ち方法　　Ｎ５０＠１５０以下　（S56建告1100）

　　　　釘打ち方法　　Ｎ５０＠２００

●　使用金物は軸組工法金物（Ｚマーク表示金物）と同等品とする

●　記入なき柱は、短ほぞ差し、かすがい止め　とする

耐力壁配置図 Ｓ＝１：５０
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作図年月日承認 検図 設計 製図 図面番号

種別訂正年月日

工事名称

図面名称

縮　　尺

特　記

電気設備　特記仕様書

佐那具駅前トイレ新築工事
Ｅ－　１

Ⅰ　工事名称

Ⅱ　工事場所

Ⅲ　建物概要

三重県伊賀市外山　地内

佐那具駅前トイレ新築工事

構　　造建物名称 延面積（㎡） 消施令の適用 備　　考

電気設 備工 事特記 仕様 書

（１５）項木造　１階建て 10.35

項　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

　設置する足場については、「手すり先行工法等に関するガイドライン」（厚生労働省　平成２１

年４月）により、「働きやすい安心感のある足場に関する基準」に適合する手すり、中さん及び

幅木の機能を有する足場とし、足場の組立て、解体又は変更の作業は、「手すり先行工法による足

場の組立て等に関する基準」の２の（２）手すり据置方式又は（３）手すり先行占用足場方式によ

　・足場

り行うこと。

　・既設との取合い

　・既設設備の調査

　本工事施工に伴う既設設備の軽微な加工改造は、本工事とする。

　既設設備の改修を含む場合、他の設備、施設運営に影響を来さないよう、現地工事着工前に充分

な調査をおこなうこと。又、施工前後で比較を行るよう工事前にも絶縁抵抗測定を行っておくこと。

　新築、増築等で自家用電気工作物の範囲が変更になった場合、その供用開始から引渡しまでの電

気保安管理にかかる費用は本工事に含まれる。

　・工事中の保安管理

ついても調書を作成し、監督員へ提出すること。　引渡を要しないものは、全て構外に搬出し、

建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律、再生資源の利用の促進に関する法律、廃棄物の

処理及び清掃に関する法律、その他関係法令に従い適正に処理し、監督員に報告すること。

（マニフェスト原本の提示及び、Ｅ票の写しと集計表を監督員に提出すること）

　・残土処分 □構内敷きならし　□場外搬出（片道運搬距離　約　　ｋｍ）　　　　

　・電子納品 　工事完成図書は、竣工図・施工図のＣＡＤデータ（ＪＷＷ）及びＰＤＦを格納。

　・諸手続

　・消防提出書類

　工事に伴う関係官公署、電力会社、電気保安管理者等への諸手続きは、受注者がこれを代行し、

必要経費も本工事に含む。

　消火器の設置届については、電気設備にて設置届を提出する必要がある場合は、消火器について

も併せて届出すること。ただし機械設備にて設置届を提出する必要がある場合は機械設備に含める

ものとする。防火対象物使用開始届については書類の作成（電気設備図面の用意及び電気設備に関

する部分の記述）を行うこと。

検証等に協力すること。

　上記以外の引き渡しを要するものについては別途、監督員が指示する。

特別管理産業廃棄物　　□変圧器　　□コンデンサ　　□その他（　　　　　　　　　　　）

処理方法　　■現場内の監督員の指定する場所へ保管

　なお施工に際して、ＰＣＢ等特別管理産業廃棄物、及び疑わしき機器等を発見した場合は監督員

に報告し対応を協議するものとする。

　発注者へ引き渡すものについては「現場発生品調書」を提出すること。また再利用を図るものに

　・発生材の処理等 引き渡しを要するもの（　　　　　　　　　　）

　監督員及び関係部署と協議調整し決定すること。

　・事故の発生時

　・施工条件

　なお、事故発生後の措置について監督員と協議を行うとともに、当該事故に係る状況聴取調査、

事故報告書を監督員が指示する期日までに、監督員に提出しなければならない。

　工事施工中に事故が発生した場合には直ちに監督員に通報するとともに、所定の様式により工事

場合の措置

　暴力団員等による不当介入（伊賀市の締結する契約等からの暴力団等排除措置要綱）を受けた

場合の措置について

　（１）受注者は暴力団員等（伊賀市の締結する契約等からの暴力団等排除措置要綱）による

　・不当介入を受けた

　不当介入を受けた場合は、断固としてこれを拒否するとともに、不当介入があった時点で速

　やかに警察に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行うこと。

　（２）（１）により警察に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行った場合には、速やかに

　発注者に報告すること。発注者への報告は文書で行うこと。

　（３）受注者は暴力団員等により不当介入を受けたことから工程に遅れが生じる等の被害が生じ

　た場合は、発注者と協議を行うこと。

レ

３．耐震基準

版）」（国土交通省国土技術政策総合研究所及び独立行政法人建築研究所監修）による。

　耐震措置の計算及び施工方法は、次の事項以外は全て「官庁施設の総合耐震計画基準及び同解説

平成８年版」（建設大臣官房長官庁営繕部監修）及び「建築設備耐震設計・施工指針（２００５年

（１）局部震度法による建築設備機器の設計用標準水平震度（Ｋｓ）

（２）地域係数は１．０とする。

（３）自重が１００ｋｇ以下の比較的軽量な機器（標準仕様書の適用を受けるものは除く）の

取付については、取付下地を入念に施工し、標準メーカーの指定する方法で確実に

取付を行うものとするが、監督員の承諾を受ける。

（４）配管配線及びダクトの支持は、標準仕様書及び標準図による。

（５）機器の耐震計算書を提出すること。

重量１ｋＮ（１００ｋｇ）以上のアンカー取付機器

※盤類、変圧器類、発電設備及び補機類、燃料タンク等水槽類、その他監督員が

指示するもの。

５．その他 （１）使用機械

　・低騒音型、低振動型の建設機械の使用に努めること。

　　立ち使用する測定機器の検査済証（写し）又は校正記録（写し）を監督員に提示すること。

（２）測定機器の校正記録

　・工事で使用する測定機器に対しては適正に校正した器具を使用しなければならない。測定に先

（３）設計図書上に示すメーカー型番・姿図等は参考とする。

項　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

４．施工 （１）塗装

　・指定色で２回塗りとする。

　　金属管、２種金属線ぴ、吊りボルト、支持具等鋼板製（ＳＵＳ、溶融亜鉛メッキ、樹脂製は

　　除く）は原則として塗装を施すこと。

（２）行先表示等

　・分電盤、端子盤、制御盤、プルボックス、ハンドホール内の電線ケーブル類にはケーブル

　　サイズ及び行先の表示を施すこと。

（３）セパレータ

　・分電盤、端子盤、制御盤、コンセント内等に強電回路、弱電回路が混在する場合はセパレータ

　　を取り付けること。

（４）保護キャップ等

　・レースウェイ等のダクタークリップが、人が容易に近づける場所、高さ（おおよそ２ｍ以下）

　　にある場合は保護キャップを取り付けること。

（６）地中埋設配管には、埋設表示杭・シートを布設すること。

（７）防火区画部は国土交通大臣認定工法にて防火区画処理を行うこと。

（５）躯体を貫通する場合、鉄筋探査機等を使用し鉄筋を切断しないよう施工すること。
項　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

Ⅳ　工事仕様

１．施行基準 　図面及び特記仕様書に記載のない事項については以下による。

　＊国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　　「公共建築工事標準仕様書　平成２８年版」（建築工事編・電気設備工事編・機械設備工事編）

　　「公共建築設備工事標準図　平成２８年版」（電気設備工事編・機械設備工事編）

２．一般事項

　　「公共建築改修工事標準仕様書　平成２８年版」（電気設備工事編・機械設備工事編）

　　「建築工事監理指針」「電気設備工事監理指針」「機械設備工事監理指針」平成２８年版

　＊国土交通省国土技術政策総合研究所及び独立行政法人建築研究所監修

　　「建築設備耐震設計・施工指針２００５年版」

　＊電気設備に関する技術基準を定める省令（電気設備技術基準）

　＊電力会社供給約款

　＊消防関連法規（条例・所轄署指導要領を含む）

　＊電気工事業の業務の適正化に関する法律・電気工事士法・労働安全衛生法

　＊その他関連法規、関連諸基準

　工事の詳細については、本設計図面及び仕様書による他、上記各施工基準に準拠し、

　他工事との取合いについては予め当該工事関係者間において協議し、円滑な工事進捗に努める

こと。なお調整不足による意匠的な仕上がり不備や不具合が発生した場合は監督員の指示により

手直し施工を行うこと。

　受注者は、施工に先立ち、次の書類を提出し、監督員と打合わせを行うこと。

なお設計図書のとおりの施工であっても使用上の不具合が発生した場合は協議の上、

改善策を講じること。

　・施工計画等

　＊総合施工計画書

監督員指示の下に入念かつ誠実に施工すること。

　設計図書に定められた内容、現場の納まり・取り合い等の不明な点や施工上の困難・不都合、

図面上の誤記及び記載漏れ等に起因する問題点及び疑義、設計図書のとおりに施工することで将

来不具合が発生しうると予想される場合については、その都度、監督員と協議すること。

　＊使用機材届出書（メーカーリスト）

　＊機器明細図

　＊カタログ・製作図・その他諸資料

交通省大臣営繕部監修「建設材料・設備機材等品質性能評価事業」評価名簿（最新版）又は

　なお、機器及び材料等の選定にあたっては電気設備工事指定資材見積メーカー（参考）及び国土

これらと同等以上のものとする。

　また、品質が求められる水準以上であれば、県内生産品の優先使用に努め、「みえ・グリーン購

入基本方針」に準ずること。

　関連業者間にて十分協議し実施工程表を作成して監督員に提出すること。　・工程表

　なお、これらの書類の作成に際し、施工上密接に関連する工事との納まり等について十分検討

　すること。

　・工事使用材料等 　工事に使用する機器及び材料等については、予め、次の書類を提出すること。

　国土交通大臣官房官庁営繕部監修「工事写真の撮り方（改訂第３版）－建築設備編」によるほか

監督員の指示により撮影し、電子納品及び以下のものを提出する。

　なおＣＤの提出部数は「電子納品」を参照

　＊代表写真（不可視部分や材料、寸法写真、拡大写真、撤去処分品、搬出状況等）を抽出しＬ

　判相当サイズで印刷。　　　　（Ａ４版用紙に両面印刷にて３枚／ページ）　１部

　・完成書類

　主たる電気設備の全景写真を黒板無しにて撮影し、Ｌ判相当サイズで印刷する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ａ４版用紙に３枚／ページ）１部

　工事が完成した時は各種の試験及び検査を受けるものとする。

　書類については以下のもの及び上記書類を併せ、監督員の指示に従い取りまとめ提出する。

　　白焼き（青焼き不可）で文字潰れのないこと。表紙（可能な範囲で背表紙にも）に「年度、

　工事名、竣工図、受注者名」を印字（シール不可）すること。

　＊完成図書（試験成績表、自社検査記録、機器完成図、取扱説明書、保証書、機器銘板写し等）

　＊官公署手続き書類等（検査済証、着工届出書、設置届出書、電力会社届出書類等）

　＊その他監督員の指示する書類

　なお、完成書類の著作権にかかる使用権は発注者に移譲するものとする。

　ただし、作成しがたい場合は、監督員との協議による。

　撮影箇所は主要機器類、室内及び外構等の電気設備とする。詳細は監督員と協議する。

　・完成確認、完成検査時

　　　の電源確保

　機器の動作確認、電圧・極性・相回転等の確認が出来るよう電源を確保すること。

　　竣工図は、原図サイズを２部。

　・工事写真

　・完成写真

　＊工事書類（打合記録、工事材料搬入報告）

　＊工事書類（工事写真、安全教育・訓練に関する書類、産業廃棄物処理集計表等）

　＊引渡目録、工事書類預り書

　＊製本図面（竣工図）：図面枚数が少ない場合、合冊でもよい。

　＊工事完成報告書、工事目的物引渡書、完成写真

　なお実施工程表には埋設・隠蔽・高所等の施工確認項目の該当時期を印すること。

又、工程については、学校運営に支障が無いよう検討すること。

駅前トイレ

工事範囲

電気方式

盤類形式

その他

幹
線
設
備

工事範囲

３φ３Ｗ　２１０　　　　　Ｖ　６０Ｈｚ

埋込み型

警報設備 動力設備

露出型 民間仕様

配管 配線 機器取付 引込 引込み工事負担金 警報設備

１φ３Ｗ　２１０／１０５　Ｖ　６０Ｈｚ

配線器具

プレート

照明器具

特別なものを除き大角型とする

新金属 ステンレス フルカラー（　　　　）

電
灯
コ
ン
セ
ン
ト
設
備

工事範囲 配管 配線 機器取付

パイプ吊りの照明器具は振れ止めを施工する。

何れも省電力型を優先とする。

照度測定 行う（各居室　３ポイント） 行わない

工事範囲

制御方式
呼
出
装
置
設
備

警報盤 遠方操作盤 現場盤による操作

配管 配線 機器取付

但し、納入地区及びアフターサービス地区に中部地区または近畿地区が含まれていて、評価の有効期間内にある場合に有効とする。

分類 資材名 規格・メーカー名等 （アイウエオ順）

電気設備工事指定資材見積メーカー（参考）

金属管、ＶＥ、ＰＦ、ＦＥＰ

ＨＩＶＥ、ＣＤ、可とう電線管

合成樹脂製可とう管

フロアーダクト、各付属品

電線、ケーブル

電線保護物類

付属品

①ＩＶ、ＴＶＥＦ，ＶＶ

ＯＷ、ＤＶ、ＣＶ、ＣＶＶ

ＪＩＳマーク等

ＪＩＳマーク等

その他ケーブル

②圧着端子、裸圧着スリーブ

③耐火、耐熱電線 耐火、耐熱電線認定業務委員会の認定を受けている旨の表示（ＪＣＭＡマーク）の

あるもの

配線器具 コンセント、スイッチ ＪＩＳマーク等

岩崎電気㈱

パナソニック電工㈱ 三菱電機照明㈱

小泉産業㈱

ヤマギワ電気㈱

東芝ライテック㈱

山田照明㈱

日立照明㈱

パナソニック電工㈱

河村電器産業㈱ 東芝ライテック㈱ 日東工業㈱　 内外電機㈱低圧盤

照明器具

「注記」 ・「ＪＩＳマーク等」と指定された資材は、工業標準化法施行規則に基づき、製品・包装の外面、容器の外面、結束荷札ごとの納品書に

ＪＩＳマーク表示のあるもの。または、ＪＩＳ規格証明書の添付できるものをいう。

・評価事業名簿とは、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築材料・設備機材等品質性能評価事業設備機材等評価名簿」をいう。



承認 検図 設計 製図 図面番号作図年月日

種別訂正年月日

工事名称

図面名称

縮　　尺

特　記

電気設備　配置図

佐那具駅前トイレ新築工事
Ｅ－　２

Ｓ＝１：１００

中電柱
０４オ９０１

引込み点（以降平面図参照）

W
S

WS-1

井戸

看板

-0.120

-1.151

仕切弁

消火栓

3,000
4,550

1
,1

0
0

2,
27

5

申請建物

浄化槽

Ｓ＝１：１００配置図

VA

VA

VA

VA

VA

VA

WS ＷＳ－１　　引き込み開閉器盤

（鉄製屋外防雨型－鍵付）

ＷＨＭ

５．５゜

１　φ　３　Ｗ

（電力会社支給品）
積算電力計

２ＰＥＬＢ　５０／２０（１００Ｖ）ｘ　６

３ＰＭＣＢ　５０／３０　　　　　　ｘ　１

１

２

4

2E 2E

盤内収納

6

3

5

TR 100V/24V

ヨ　ビ

130

照明

100

50

呼出装置

400

400

洋風便座

洋風便座

浄化槽電源

400

引込み（電力会社）１φ３Ｗ２１０Ｖ／１０５Ｖ

E



承認 検図 設計 製図 図面番号作図年月日

種別訂正年月日

工事名称

図面名称

縮　　尺 Ｓ＝１：５０

特　記

電気設備　設備図

佐那具駅前トイレ新築工事
Ｅ－　３

1
,1

90
73

5
35

02,
27

5

35
0

73
5

1
,1

90

1,
42

5
ｽﾛｰﾌﾟ

DN

E

A A

手洗センサー用電源

Ｓ 2Ewp

浄化槽ブロアー用電源

男子便所多目的便所

ＥＤ

Ｅ５．５゜（ＶＥ１６）

4,550

2,2752,275

平面詳細図（強電設備） Ｓ＝１：５０

4,550

2,275 2,275

1,417.5507.51,417.5507.5
350350

1
,1

90
73

5
35

02,
27

5

73
5

1
,1

90

1,
42

5

男子便所多目的便所

ｽﾛｰﾌﾟ
DN

Ｎ

Ｎ

5

4,550

2,2752,275

平面詳細図（弱電設備） Ｓ＝１：５０

4,550

2,275 2,275

1,417.5507.51,417.5507.5
350350

Ｎ

Ａ ＢＬＥＤ　直付型４０形－ひと・光センサ付プ

２３７０ｌｍ－１６．９Ｗ－１４０．２ｌｍ／Ｗ ８１０ｌｍ－８．４Ｗ

パナソニック　直付ＸＬＸ４２０ＮＮＮＣＬＥ９　相当品

本体：鋼板（白色粉体塗装）

ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

光源寿命：４００００時間（光束維持率８５％）

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

電源装置はライトバー側に内蔵

定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

パナソニック　ＮＮＮＳ１２６２３Ｂ　相当品

ランプ別売

防雨型

カバー：アクリル（乳白つや消し）

カバー：プラスチック（オフブラックつや消し）

壁直付型

幅１１０・高２５５・出しろ１２３

ＬＥＤ電球　ブラケット

B

W
S

WS-1

W
S

E

2
E1

3
4

E

C

Ｂｚ

C

パトライト　ＰＥＷ－２４ＡＢ－Ｙ　相当品

ＬＥＤ 赤色呼 　出　 確　 認　灯

プ 　レ　 ー　 ト 抗菌Ａ ＢＳ 樹脂製

３０Ｖ －３ Ａ－Ｏ Ｎ保持 形

トイレ呼出押ボタン（ひも付き）Ｎ

15
2

１０７φ

ＬＥＤ点滅表示灯（２４Ｖ－２．２Ｗ）防雨型ブザー付

壁面取付金物共

70

12
0

押す

Ｂｚ

注　配線図中特記なき配管配線は下記とする。

　〃　　２．０－３Ｃ（１Ｃ＝Ｅ３）

ＥＥＦ　２．０－２Ｃ

ＡＥ　　１．２－２Ｃ

　〃　　１．６－３Ｃ（１Ｃ＝Ｅ３）

但し、壁内、露出部分は配管保護を行うこと。

ＷＣセンサー用電源を示す。Ｓ

35
0 WS-1

引込み口金物一式
（ターミナルキャップ等）

１φ　ＩＥ　５．５゜×３（Ｅ２５）露出



承認 検図 設計 製図 図面番号作図年月日

種別訂正年月日

工事名称

図面名称

縮　　尺

特　記

機械設備　特記仕様書

佐那具駅前トイレ新築工事
Ｍ－　１

高架水槽方式

圧送方式 圧力タンク 回転数制御

複合板 単板

複合板 単板

複合板 単板

複合板 単板

建 築 概 要

機 械 設 備 工 事 特 記 仕 様 書 印を付けたものを本工事に適用する。
水道直結方式

受水槽　　　本体

鋼鈑製 一体型 パネル型

ＦＲＰ製

ＦＲＰ製

一体型

パネル型

一体型

パネル型

ステンレス製 一体型 パネル型

ステンレス製 一体型 パネル型

VA VB PA PBVD

VD

PDライニング鋼管

地　中

HI VP ポリ管塩化ビニル管

さや管工法 架橋ポリ管

配管材料

その他の部分

水道業者指定品弁　　類

量水器 貸与品 買取品（私設）

引込加入、市納金等

その他

給水方式

直結部分

屋　外

分流方式

分流方式

合流方式

合流方式

排水方式 屋　内

雨　水

汚　水

雑排水

分流方式 合流方式

浄化槽下水管

下水管

既存桝合併処理槽

合併処理槽 既存桝側溝又は河川

調整池 既存桝

放流先

雨　水

屋内汚水管

雑排水管

屋外排水管

下水管 側溝又は河川

メカニカル形排水鋳鉄管

硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

排水用塩ビライニング鋼管（可とう継手又はＭＤ継手）

排水用塩ビライニング鋼管（可とう継手又はＭＤ継手）

耐火被覆ビニル管

硬質塩化ビニル管（ＶＰ） 耐火被覆ビニル管配管用炭素鋼鋼管（白）

硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

硬質塩化ビニル管（ＶＰ） 硬質塩化ビニル管（ＶＵ）［１５０以上］

配管材料

遠心力鉄筋コンクリート管

現場打ち 市販桝 小口径 ビニル桝桝　　類 公団形（Ｂ種）

節水形ＦＶ大便器洗浄方式

水　　栓

洗浄タンク

低圧形

普通コマ

その他

中央式 ボイラー 温水機 ガス給湯器 電気温水器

ガス給湯器 瞬間湯沸器 電気温水器

給湯方式

局所式

銅管

ステンレス鋼管

内外面耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管［土中、暗渠］耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管

被覆銅管

さや管工法 （ 架橋ポリ管

配管材料

燃　　料

耐熱性硬質塩化ビニル管

ＬＰＧ 灯油 Ａ重油 電気

その他

都市ガス

都市ガス

（発熱量　１２，０００ｋｃａｌ／ｋｇ）

（種別　　　　　　　　　　発熱量　　　　　　　　　　ｋｃａｌ／ｍ３）

供給事業者名

ガスの種別

液化石油ガス

ビニル被覆鋼管［地中埋設部］ ポリエチレン被覆鋼管［地中埋設部］ ポリ管配管用炭素鋼鋼管（白）配管材料

都市ガスの場合、供給事業者の仕様による。

別途工事 本工事

（

（

50kg) 本数（　　本）10kg

本工事

20kg

別途工事）

通気管

ボンベ

転倒防止鎖等

ボンベ

不要

気化装置 要 電気式

メーター 貸与品 買取品

本工事

一般形

別途工事

自動遮断弁付

ガス漏れ検警報器

引込納付金等

要

不要

別途工事 本工事

要 別途工事 本工事

その他

不要

屋内消火栓 屋外消火栓 スプリンクラー 泡消火

連結散水管 移動粉末消火 フード消火

消火設備の種別

連結送水管

HB-1A HB-1B HB-2A HB-2B

HB-4A HB-4B S

屋内消火栓箱

HB-3A HB-3B

屋外消火栓箱 HB-21 HB-22

連結送水管 HB-11A.B HB-12A.B

( JIS G 3452 JIS G 3454)鋼管

その他

砂 フィルター

手動制　　御

配管材料

全自動

その他 消火栓箱は指定色焼付塗装とする。

ろ過方式

配管用炭素鋼鋼管（白）

方式・容量 合併 単独

耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管

材　　質 ＦＲＰ製 コンクリート既製管 ＲＣ躯体

補強スラブ 要 不要

その他

その他

高架水槽　　本体

設備設計基準による）市水

（指示なきは建設省建築
＜夏季＞

室内条件 26.0

乾球温度℃ 湿球温度℃ 相対湿度％

34.0 27.5

--- 50.0

60.0

＜冬季＞

外気条件

室内条件 22.0

乾球温度℃ 湿球温度℃ 相対湿度％

0.0 -3.0

--- 成行

40.0

設計空気条件

冷温水発生機 チラー

氷蓄熱

熱源機器

温水ボイラー

ＧＨＰ

（ 空冷ＨＰ

ＦＣＵ ＡＣＵ

空冷 水冷ＨＰ 水冷）

放熱器

配管方式

ＥＨＰ

冷温水配管 冷却水配管 温水配管冷媒配管

冷温水管

冷水・温水管

冷却水管

ドレン管

油管

蒸気管

冷媒管 冷媒用銅管

配管用炭素鋼鋼管（白） 耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管

耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管

ライニング鋼管

冷媒用被覆銅管

（ VA VB)

配管用炭素鋼鋼管（白）

配管用炭素鋼鋼管（白） 硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

配管用炭素鋼鋼管（白）

配管用炭素鋼鋼管（黒）

配管用炭素鋼鋼管（黒）

硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

外面塩ビ被覆鋼管

配管材料

弁　　類JIS 5 kgf/cm2 JIS 10 kgf/cm2

呼び径１００Ａ以上の弁は係員と協議の上バタフライ弁を使用してよい。

その他

JIS 5 kgf/cm2

その他

換気方式 集中換気 個別換気

風　　道 低速風道 高速風道

風　　道 低速風道 高速風道

風道材質 亜鉛鉄板 塩化ビニルライニング鋼鈑 ステンレス鋼鈑

塩化ビニルライニング鋼鈑 ステンレス鋼鈑

グラスウールダクト 消音フレキ

硬質塩化ビニル管（ＶＵ） スパイラルダクト

吹出口・吸込口 アルミニウム製 鋼鈑製（指定色焼付塗装）

鋼鈑製（指定色焼付塗装）吹出口・吸込口

耐火被覆

アルミニウム製

その他

風道材質 亜鉛鉄板

風道材質 亜鉛鉄板 普通鋼鈑（厚１．６ｍｍ）

（ スリット形 スイング形）排煙口 天井取付

手動及び遠隔操作可能なもの排煙口開放装置 手動

手元形復帰方式 遠隔形

その他

排煙風量測定

制御方式

建築設備定期検査業務指導書（日本建築設備安全センター）の排煙風量の検査方式に準ずる。

電子 電気 空気

その他

その他

外気条件

耐熱性硬質塩化ビニル管

工 事 範 囲

衛生器具 衛生器具類

保温材

弁

管

ＲＷ・ＧＷ保温材

青銅弁・鋳鉄弁

メ ー カ ー リ ス ト 下記リスト以外の選定は係員の承認を必要とする。

継手共 水マーク表示品／ＷＳＰ表示品／ＪＩＳマーク表示品／ＨＡＳＳ表示品／ＪＰＦ規格品／ＳＡＳ規格品

ＪＩＳマーク表示品

ＪＩＳマーク表示品

ＪＩＳマーク表示品

PD SUS

１種）２種（外圧管

節水コマ（泡沫式は除く）

和風便器が防火区画を貫通する場合は耐火カバーを設ける。

配管用炭素鋼鋼管（黒）［油］ 配管用炭素鋼鋼管（白）［温水］

（ Ｍ Ｌ）（ Ｍ Ｌ）

　　　　　）

粉末内消火

消火器

消火用塩ビ外面被覆鋼管（ＶＦ）配管材料

消火栓弁

JIS 10 kgf/cm2

JIS 10 kgf/cm2

消火管（但し屋外のみ）

１００～１５０Ａ ２００Ａ以上

３２～２００Ａ ２５０Ａ以上２５Ａ以下

給排水管・給湯管・温水管・ドレン管

冷水管・冷温水管

20mm

30mm

25mm

40mm

40mm

50mm

８０Ａ以下

地中埋設の給水、ガス、消火管等は埋設表示杭、埋設シートを布設する。

機器及び配管等は、地震時に水平移動、転倒、落下などが生じないように　「建築設備耐震設計指針」により施工する。

防火区画貫通部分は、日本建築センターの性能評定を受けた工法に基づく材料を使用すること。

建物導入配管（給水、ガス、消火）は充分な可撓製を有する変位吸収配管施工をおこなう。

水密を要する部分はつば付スリーブ、地中に用いるスリーブはＶＰ管、他は紙製等のスリーブを使用することができる。

排水管を除く管の埋設深さは、一般敷地３００ｍｍ以上、車両道路部６００ｍｍ以上とする。

既存コンクリート床、壁などの配管貫通部の穴あけは、原則としてダイヤモンドカッターによる。

土間配管は土間筋に吊り下げるなど埋設配管を保持するようにする。

屋外露出及び多湿箇所（トレンチピット等）の配管架台は、ＳＵＳ又はＳＳ溶融亜鉛メッキ仕上げとする。

機器・配管・支持金物において、異種金属が接触する部分には、絶縁処理をおこなう。

屋外機器設置基礎のアンカーボルトは、ケミカルアンカー（ステンレス製）とする。

共 通 事 項

保温工事

屋外露出・多湿箇所

天井・ＰＳ内

床下・暗渠内

グラスウール保温筒

グラスウール保温筒

グラスウール保温筒

ステンレス鋼鈑仕上げ

アルミガラスクロス

防水麻布（アスファルトプライマー）

保温施工種別 共通仕様書による。

下表による。（但しダクト、機器、煙道は共通仕様書による。）

保温厚さ 共通仕様書による。

下表による。（但し機器、煙道は共通仕様書による。）

屋内露出 グラスウール保温筒

保温施工範囲は共通仕様書による。

冷媒配管の露出部は化粧ケース仕上げとする。

特 記 事 項

工 事 種 別

給排水衛生設備

排水設備

衛生器具設備

給湯設備

ガス設備

消火設備

ろ過設備

浄化槽設備

給水設備

空調設備

機器設備

配管設備

ダクト設備

換気設備

排煙設備

自動制御設備

屋 外 屋 内屋 外 屋 内

自
動

制
御

設
備

排
煙

設
備

機
器

設
備

ダ
ク

ト
設

備
配

管
設

備
換

気
設

備

給
水

設
備

衛
生

器
具

設
備

排
水

設
備

ガ
ス

設
備

ろ
過

設
備

消
火

設
備

浄
化

槽
設

備
給

湯
設

備

耐火被覆ビニル管 鉛管

鉛管

配管用炭素鋼鋼管（白）

工事場所

工事名称

一 般 事 項

適用仕様書 三重県公共工事共通仕様書

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 「公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）」

「公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）」

「公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）」

空気調和・衛生工学会規格 「空気調和・衛生設備工事標準仕様書」

「建築設備工事共通仕様書」日本建築家協会編

優先順位 １．現場説明事項・質疑応答書

２．本特記仕様書

３．設計図書

４．工事共通仕様書

とりまとめ提出すること。

工事完成の上は各種の試験、検査を受け許可書証、成績表、工事写真、日報、材料検収簿、完成写真、竣工図、取扱説明書等完成図書

変　更 設計図書に明記なくとも、外観上、機能上又は法規上当然必要と認められるものについては、本工事に含むものとする。

設計図書の誤記、記載漏れ、又図面上納まり不明な事に起因する問題点、疑義についてはその都度監督員と協議する事。疑　義

工事に伴う関係官公署、ガス会社への諸手続きは請負者がこれを代行し、必要経費も本工事に含むものとする。申請手続

国土交通省住宅局建築指導課監修の「建築設備耐震設計・施工指針」による。耐震措置

備 考延 べ 面 積構 造 階 数建 物 名 称

１

量水器量水器

鋳鉄製蓋

鋳鉄製品 排水金物

桝類（塩ビ桝）

桝 桝類（公団型） 協和コンクリート／桑名工業／昭和工業／ネオジオ／丸八産業

日本下水道協会、排水設備用樹脂製マス協会規格対象品又は準拠品

評価事業名簿による

オオタケファンドリー／カネソウ／ダイドレ／中部コーポレーション／南濃鋳工／福西鋳物／ホクキャスト

愛知時計電機／金門製作所／リコーエレメック

合併浄化槽（ＦＲＰ製）

合併浄化槽（ＲＣ造）浄化槽 神鋼パンテック／ダイキ／東海不二工業／西原ネオ工業／フジクリーン工業／藤吉工業

建設大臣型式認定品

ブロア ブロア 朝日機工／アンレット／新明和工業／安永

換気扇 換気扇類

公 衆 便 所

合成樹脂カバー

湯沸室排気ダクトについては法規に準じた耐火被覆を行う。

屋外フードは建物同色塗装とする。

ＪＩＳ規格以外：ＬＩＸＩＬ／ＴＯＴＯ

栗田工業／東芝／日立製作所／パナソニックエコ／三菱電機

一　般

一　般・地　中

佐那具駅前トイレ新築工事

木 造

算定人員　　　５人槽　処理水量　　１．０ｍ３／日

三重県伊賀市外山　地内 ＊建築仕様書参照

＊建築仕様書参照



承認 検図 設計 製図 図面番号作図年月日

種別訂正年月日

工事名称

図面名称

縮　　尺 Ｓ＝１：１００

特　記
佐那具駅前トイレ新築工事

Ｍ－　２

H=0.000
KBM

井戸

看板

街灯

Pu180

Pu180

AS

AS

AS

AS

AS

AS

AS

AS

AS

AS

W-2.224W-1.957

106 107

仕切弁

E

消火栓

04オ901

-1.859

-1.950

3,000
4,550

申請建物

配置図

1
,
1
0
0

2
,
2
7
5

浄化槽Ｍ

▽ＧＬ±0（基準）

－　８００

最終放流
側溝へ放流

露出
ＶＰ１５０

▽道路

７ 放流

掘削工事共

１００

１００ １００

Ａ

Ｂ

Ｃ Ｄ Ｅ

Ｆ

既設雨水放流管（露出）に接続

雨水側溝に接続

１５０

１５０

同上ボックス共
止水栓　　　　　２０Ａ
量水器（貸与品）２０Ａ

アスファルト舗装はつり復旧箇所を示す

舗装はつり復旧共

給
水

（
屋
外

給
水

）
工

事
に

含
む

給
水

引
き

込
み

（
一

次
側

工
事

）
に
含

む

給水本管より引き込み

給水本管

１００

２０

２０

番 号 桝 名 称

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

塩ビ製小口径雨水溜め桝

塩ビ製小口径雨水溜め桝

塩ビ製小口径雨水溜め桝

塩ビ製小口径雨水溜め桝

塩ビ製小口径雨水溜め桝

塩ビ製小口径雨水溜め桝

桝 径 主 管 蓋 種 別桝 種 別 桝 深 さ

２００φ２００－ － １００１００ 塩 ビ 製 蓋

２００φ－２００－ １００１００

２００φ－－２００ １００１００ ９０Ｌ

２００φ－－２００ １００１００

塩 ビ 製 蓋

２００φ－２００－ １００１００

２００φ－－２００ 塩 ビ 製 蓋

鋳 鉄 製 蓋 （ Ｔ － ８ ）

塩 ビ 製 蓋

塩 ビ 製 蓋

１５０１５０

ＳＴ

４５Ｌ

９０Ｙ

９０Ｙ

桝 レ ベ ル は 参 考 と す る

５６０

５５０

５３０

５００

６４０

７３０

桝 リ ス ト 雨 水 桝

既設雨水排水縦管に接続

建築工事
擁壁はつり貫通

擁壁はつり貫通

建築工事

９０Ｙ

埋 設 標 示 設 置 箇 所 を 示 す 　

埋設標示設置箇所を示す　

ＦＲＰ製５人槽
合併処理浄化槽

Ｔ－２仕様

１００

以降平面詳細図参照

Ｓ＝１：１００

機械設備　配置図



承認 検図 設計 製図 図面番号作図年月日

種別訂正年月日

工事名称

図面名称

縮　　尺 Ｓ＝１：５０

特　記

機械設備　　凡例・器具表・平面詳細図

佐那具駅前トイレ新築工事
Ｍ－　３

Ｎ

ｽﾛｰﾌﾟ

平面詳細図 Ｓ＝１：５０

2,
27

5
1,

42
5

DN

4,550

2,2752,275

手 す り （ 小 便 器 ） Ｔ１１２ＣＵ２

手 す り （ Ｌ 型 ） Ｔ１１２ＣＬ１１

手 す り （ 跳 ね 上 げ 式 ）

掃 除 流 し ＳＫ２２Ａ Ｔ２３ＡＥＱ２０Ｃ（水栓），ＴＫ２２，Ｔ３７ＳＧＥＰ（排水Ｓ），Ｔ９Ｒ（バックハンガー），ＨＨ０４０６０

ベ ビ ー チ ェ ア ー ＹＫＡ１６ 固 定 金 具 共

フ ッ ク （ 荷 物 掛 け ） ＹＫＨ２０Ｒ 固 定 金 具 共

（ そ の 他 付 属 品 一 式 ）名 　 　 　 称 仕 様品 　 　 番

洋 風 便 器 （ 掃 除 口 付 ） ＣＦＳ４９７ＢＭＣ ＴＣＦ５５５３ＡＵ（洗浄便座）、（パブリックコンパクト便器フラッシュタンク式）

ス ペ ア 付 紙 巻 器 ＹＨ１２１Ｍ ステンレス製、縦二連型

自 動 洗 浄 小 便 器 ＵＦＳ９００

給 排 水 衛 生 器 具 表

Ｔ １ １ ０ Ｄ ３ Ｒ ｘ ４

Ｔ１１０Ｄ３Ｒｘ３

自動洗浄（１００Ｖ），ＨＨ０４０６０

Ｌ２７０ＣＭ

ベ ビ ー ベ ッ ド ＹＫＡ２５ 固 定 金 具 共

洗 面 器 ＬＳＥ８７０ＡＰＦＲＭ 自 動 水 栓 、 水 石 鹸 入 、 ト ラ ッ プ カ バ ー 付

ＴＥＮ７７Ｇ１（自動水栓），Ｔ７ＰＷ１（排水金具），ＴＳ１２６ＡＲ（水石鹸入），ＴＬ２２０Ｄ，ＨＨ０４０６０カウンター一体型洗面器

化 粧 鏡

Ｔ２８ＡＫＵＨ１３ キー式横水栓

ＹＭ３５４５ＡＥ 盗 難 防 止 形

Ｔ２８ＫＵＮＨ１３ キー式・散水栓ボックス共散水栓

注記）

器具取付箇所は事前に打合せを行い建築工事にて必要な補強を行う事。

器具の色柄及び仕様は参考として再度打合せの上、決定する事。

名 　 　 　 　称

給　 　 水 　 　 栓

排　 水 　 金 　 物

床　 上 　 掃 　 除 　 口

弁　 　 　 　 　 類

小 　 口 　 径 　 桝

雨 　 水 　 桝

雨 　 水 　 桝

記 　 　 　 　 号

１ １

１ １

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

２

２

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

２

２

Ｔ１１２ＨＫ７ Ｔ１１０Ｄ１７Ｓ

キー式
清掃用水栓

１００

Ｔ５Ａ５０

２０

２０

２０

７５

５０

１００

Ｔ５Ａ５０

ＣＯＡ１００

２０

２０

２０

２０ ２０

（Ｂ－１）
ＧＶ２０

（Ｂ－１）
ＧＶ２０

ＶＣ５０

１

２

３

２０

２０

浄化槽用
ブロアー
配管共

（Ｂ－３）
散水栓

（Ｂ－１）
ＧＶ２０

備 考 欄

外
部

合
計

多
目

的
便

所

男
子

便
所

100

ベンチレーター100
ＲＦ＋６００

５０

１００

逆 流 防 止 措 置 ： 水 栓 と あ ふ れ 面 の 吐 水 口 空 間 を 確 保 す る

流 速 を 抑 え る 等 の 措 置 を と る も の と す る

凍 結 防 止 措 置 ： 当 該 地 域 は 寒 冷 地 域 で は 無 い 為 、 凍 結 防 止 の 措 置 は
埋 設 深 度 に 留 意 す る 等 に て 対 応 と す る

配 管 類 は 堅 固 に 支 持 、 固 定 と し 、

腐 食 防 止 措 置 ： 防 食 テ ー プ 等 を 仕 様 す る

ウ オ ー タ ー
ハ ン マ ー

注 記 共 通 事 項

建 築 設 備 の 構 造 に つ い て は 、 H12 建 告 1388号 に 適 合 す る 事

配 管 設 備 の 構 造 は 平 １ ２ 建 告 １ ３ ８ ８ 号 第 ４ の 規 定 に 従 う

施 工 令 第 １ ２ ９ 条 の ２ の ５ 各 項 、 各 号 及 び 関 係 告 示 に よ る

（ 令 １ ２ ９ 条 の ２ の ４ 第 ２ 号 ）

給 水 排 水 そ の 他 の 配 管 設 備 の 設 置 及 び 構 造 に つ い て 、

注 記 共 通 事 項

仕 様 規 定 に 基 づ く ア ン カ ー ボ ル ト 等 に よ り 固 定 す る こ と 。

給 湯 設 備 は 、 H12告 示 1388号 に 示 す

排 水 勾 配 　 屋 外 　 1/100　 屋 内 　 1/50　 を 基 準 と す る

埋 設 標 示 設 置 箇 所 を 示 す 　

注 記 ）

桝 レ ベ ル は 参 考 と す る
埋 設 表 示 設 置 の こ と

２０４０
４０ ６５

２０

浄化槽

男子便所
多目的便所

4,550

2,275 2,275

１００

４

桝 径 主 管 蓋 種 別番 号 桝 名 称

桝 リ ス ト

桝 種 別 桝 深 さ

２００φ２００－塩ビ製小口径桝 － １００１００１ ４５ＹＳ 塩 ビ 製 蓋４００

２００φ－２００－塩ビ製小口径桝 １００１００２ ４５ＹＳ

２００φ－－２００塩ビ製小口径桝 １００１００３ ９０Ｌ

２００φ－－２００塩ビ製小口径桝 １００１００ ９０Ｌ４

塩 ビ 製 蓋

塩 ビ 製 蓋

鋳 鉄 製 蓋 （ Ｔ － ８ ）

４３０

４５０

４７０

桝 レ ベ ル は 参 考 と す る

以降配置図参照

以降配置図参照

名 　 　　 　 称

給 　 　 水 　 　 管

排 　 　 水 　 　 管

汚 　 　 水 　 　 管

通 　 　 気 　 　 管

記 　 　 　 　 号

図 　 示 　 記 　 号

防 止 措 置 ：

H

▽ＧＬ

蓋（塩ビ製・水封形）

VU200

基礎砂

50

小　口　径　雨　水　桝小　口　径　汚　水　桝

H VU200

砕石 内蓋（塩ビ製）

▽ＧＬ

基礎砂

蓋（鋳鉄Ｔ－８製・水封形）

50

単位：ｍｍ

H

基礎砂

VU200

バケット

▽ＧＬ

蓋（塩ビ製）

50

H

基礎砂

バケット

砕石

VU200

▽ＧＬ

内蓋（塩ビ製）

蓋（鋳鉄Ｔ－８製・水封形）

50

単位：ｍｍ
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特　記

機械設備　合併処理浄化槽詳細図

佐那具駅前トイレ新築工事
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槽
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ろ

気

沈

槽

離
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殿

槽

動

移

床

式

ろ

過

理

循環

ｍｇ／Ｌ

ｍｇ／Ｌ

ｍｇ／Ｌ

ｍｇ／Ｌ

６０Ｌ／分（０．０１５ＭＰａ）
送　風　機

総　容　量

消　毒　槽

電　気　機　器　仕　様

１００Ｖ，３５Ｗ，１台

０．０１５

１．４０６

嫌気ろ床槽

担体流動槽

沈殿分離槽

好気ろ床槽

放流水ＢＯＤ濃度

ＢＯＤ除去率

放流水ＳＳ濃度

流入水ＳＳ濃度

ＳＳ除去率

Ｔ－Ｎ除去率

流入水Ｔ－Ｎ濃度

放流水Ｔ－Ｎ濃度

１５

有　効　容　量

０．１０５

０．４３２

０．２０５

０．５２８

９１　％以上
3

ｍ

２０

５６　％以上

１６０

９０　％以上

２０

４５

ｍｇ／Ｌ

　ｍ　／人・日

担体流動ろ過循環方式

種類 ／ 型式

処理対象人員

流入水ＢＯＤ濃度

計画汚水量

一人当り汚水量

処　理　方　法

仕　　　　　　　様

０．２

１．０

２００

3

3

　ｍ　／日

ｍｇ／Ｌ

　５　人

移動床式ろ過槽 ０．０６７

処 理 水 槽 ０．０５４

フローシート

コンクリート

特記事項

継ぎ手・定着長さ

Ｎ　値

土　質

鉄筋

必要地耐力

厚さ

種　別

＊砕石厚サの条件

・車両等の重量に耐える地盤に設置して下さい。

地耐力

その他

（砕石）

地　業

地　盤

配筋事項

使用材料

2４０ｋＮ／ｍ （想定）

Ｎ≧１０

ＦＣ＝１８Ｎ／ｍｍ

全て４０ｄとする

ＳＤ２９５Ａ（規格品）

砂利

　６０

特記なき事項はＪＡＳＳ５による。

ＦＣ＝２１－１８（１５）－２０（２５）
但し、捨てコン・無筋コンクリートは

（本図は砕石１００ｍｍとする）

岩盤・土丹

Ｎ≧１０

(mm) １００

地はだ

Ｎ＜１０

１００

砂利

砂礫・砂 シルト・粘土・ローム

Ｎ＜２

１５０

砂利

Ｎ≧２

６０

砂利

2

・カサ上げが３００ｍｍを超えないようにして下さい。

・駐車車両は、総重量２ｔ以下の車両となります。

合併処理／ＦＫＺ－５

・本図はカサ上げ３００ｍｍ取付済の最深施工図です。
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